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　7月12日、祇園祭でふるまわれるお神酒の仕込みが行われました。今年の祇園祭の当番党屋は西町下（しも）組。3年間造ることが
出来なかったお神酒です。党屋組の皆さんは、国権酒造に集合し、準備を行いました。ふかした米を冷まし、桶や水などを積込み、田
出宇賀、熊野両神社の社殿へ運び込み仕込み作業が行われました。水は愛宕山からの伏流水。お神酒に使うコメは総量240ｋｇ。
酒の元、水、麹、ふかして冷ました米を入れ党屋組の皆さんや杜氏らが丁寧に仕込みました。お神酒開きは21日に行われました。お
神酒は祭期間中、境内で一般客にふるまわれました。

4年ぶりのお神酒　沿道では大人も子供も活躍

お神酒開き　神棚にお神酒を供えた

役場職員　15秒CMづくりに挑戦

沿道では　手作り露店がにぎわった

　7月8日、南会津町上中町地内で七夕まつりが開催され、地域の
皆さんが久しぶりに祭を楽しみました。南会津町商業振興協同組
合や実行委員のほか、上中町区や東北電力田島電力センター、会
津信用金庫子田島支店の職員の皆さんらが金魚すくいなどで協力
しました。地域の郷土食や総菜、弁当のほかキッチンカーなどのお
店も出店しました。会場内には町内園児らの願い事が飾られまし
た。ステージではマジカルバルルーンYES、田島小学校4年生と舘
岩紅歌舞（あかかぶ）のよさこい演舞などが披露されました。
　5月にオープンした「田島陣屋」ではゲーム大会が行われ、訪れ
た皆さんはボードゲームやＶＲなどを体験行しました。小学生らが
大人と対戦し景品をゲットしていました。

七夕まつり　4年ぶりの通常通り開催

　南会津町役場の若手職員が挑戦しました。地域の魅
力あるCMを制作することで、県内外に町をPRすること、
職員がプロセスを経験して発想力を向上させる、DX人材
として成長してほしい、という目的で昨年秋からスタート。
採用1，2年の職員が3つのグループに分かれ、４つの15
秒の動画を制作しました。
　6月28日、審査会が行われました。動画の発表し、各班
によるプレゼンが行われました。審査には渡部正義町長
、佐藤一範副町長や福島民報南会津支局丹治支局長、
福島民友新聞社南会津支局、関係課長のほかたじま
CATVも参加しました。
審査の結果、町内の4地域と四季がテーマの
　　　　　　「いつでも、どこでも」　
が選ばれました。この動画は、KFB放送のふるさとCM大
賞に応募予定。参加した職員らは「伝えること・作る難し
さをを経験した。考えるため協力できた。今後生かしたい
」と発表で感想を述べました。審査員からは「「班の互い
の交流と協力も成果。今後に大いに期待」という講評が
多くありました。
ほかの３作品　「南郷トマ豚カレー（とまとんかれー）」
「エクストリーム温泉」　「んだべぇを探せ！」 　12月17日開催　南会津町手づくり舞台公演「オペラ　カルメン」の

稽古は、7月には祇園祭前に2回行われました。稽古には動画や音源CD
の配布を行い、いつでもだれでも、リモートでも参加できるように準備し
ています。実行委員会では、このプロジェクトには締め切りは設けず、今
後も、合唱・スタッフの参加者を募集していくそうです。
　■大人稽古は8月は 6,20,27日　15：00　御蔵入交流館
　■子供の稽古開始　日程決定！
　8月20日（日）　15：00　御蔵入交流館
　■スタッフ（大道具、小道具、衣装）　説明、製作開始
　8月20日（日）13：30　御蔵入交流館集合
　〇すべて見学からでもOK

境内でふるまわれた

審査会場の様子　　　プレゼン（んだべぇを探せ）

仕込み

園児らの太鼓が祭りを盛り上げた

田島小学校4年生　　　紅歌舞

金魚すくい　　　　　　　　　　陣屋でゲーム大会

お神酒（どぶろく）

カルメン情報

予定
8月6日　   大桃の舞台
8月15日　南会津町20歳のつどい


